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2012年 12 月に行われた衆議院総選挙は、その前の 2009 年 8 月総選挙で政権与党の立場についた民主党

が惨敗し、自由民主党が単独で過半数を獲得する結果となった。この２回の総選挙の結果は、全く異なった

ものであり、この間に有権者の投票行動が大きく変わったといえる。本報告書は、こうした有権者の投票行

動の変化はなぜ、どのように生じたのかという問題意識から、2013年３月に 2009 年と 2012 年の総選挙に

おける有権者の投票行動の比較を目的にアンケート調査を行った結果をまとめたものである。 

このアンケート調査には２つの大きな特徴がある。１つ目は、全国の小選挙区を９パターンに分類したう

えで 12 選挙区を選び出し、選挙区ごとに、有権者の投票行動、政党支持とその支持の度合い、選挙結果に

対する評価などについて集計し、比較を行ったことである。２つ目は 2012 年選挙の投票行動だけではなく、

さかのぼって 2009 年の投票行動についてもたずねたことである。 

調査結果のポイントは、(1)自民党圧勝の要因は、自民票の増加というよりも民主票の分散であったこと、

(2) 有権者の投票先は固定しておらず、その時々の要因で選挙結果が変動すること、の 2点である。（分析の

詳細は報告書を参照） 
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